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● はじめに

てまとめたもので、市民の皆様に増設庁舎の基本的な考え

[１]　設計主旨（コンセプト）

・将来にわたり永く使い続けられる高い耐久性と、将来の変更に対しても柔軟に対応できるフレキシ

　ビリティを兼ね備えたコンパクトで合理性の高い庁舎とします。

　本資料は、｢中央市増設庁舎建築基本設計｣の概要版とし

方と概要についてお示しするものです。

● これまでの経緯
　平成28年3月に「中央市庁舎整備基本計画」を策定しま

した。平成28年7月には、中央市増設庁舎建築基本設計業

務に着手し、基本計画を踏まえ、庁内で組織した市庁舎整

備内部検討委員会等での検討を経て、取りまとめを行いま

した。

　設計に当たっては、次のコンセプト及び整備方針に基づ

き、検討を行いました。

整備コンセプト

● 整備方針(中央市庁舎整備基本計画より)

求められる機能

効率的で

温かい

これからの行政サービス
の協働拠点

経済性

活用性

環境性

安全性

機能性

・敷地周辺環境への影響を十分に配慮し、周辺との景観調和を図り、快適な公共空間とします。

　用し、省資源・省エネルギーに努め、環境負荷の少ない計画とします。

・自然採光・換気、豊富な地下水等の自然エネルギーを有効活用すると共に、高効率な設備機器を採

・大地震後や水害発生時も、防災拠点として機能する十分な耐震性の確保と水害対策を行います。

・1階に市民の利用が多い窓口業務を行う部署を配置し、2階に執務機能等を配置する計画とします。

・総合案内や窓口のワンストップ化を検討し、誰もが利用しやすく、バリアフリー、ユニバーサルデ

・防災指揮の中枢となる防災対策室や重要データを保管するサーバー室、自家用発電設備等は、水害

　時でも被災しない2階以上に配置し、事業の継続ができる計画とします。

● 案内図

Ｎ

　ザインを取り入れた計画とします。

◆正門付近から見た外観イメージ※意匠(デザイン)等は今後変更することがあります。

・高断熱工法を採用し、ランニングコストを低減できる計画とします。

　※本計画に掲載する内容、意匠等は、今後の詳細設計に

　　おいて変更することがあります。

・市民交流スペースや市民開放型会議室を設置し、市民との協働を推進します。
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計画地：中央市臼井阿原301-1

敷地外駐車場予定地
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[２]　配置計画
　　増設庁舎は、西側敷地境界線と平行に配置します。増設庁舎と既存庁舎をＬ型に配置す

　ることで、駐車場を敷地北東側にまとめ、135台分を確保します。

　　増設庁舎正面入口近くの屋根を備えた歩廊の下に、雨に濡れずに乗り降りできる車椅子

　　車の動線は、従来の動線を維持しながら、敷地北側から駐車場へアクセスできるように

　し、渋滞や混雑に配慮した計画とします。

　利者用の駐車スペースを計画します。また、正面入口近くの屋外に、思いやり駐車区画を

　　歩行者の動線は、敷地北側から増設庁舎及び既存庁舎の正面入口まで、床段差のない歩

　道を設けます。外部空間においても、増設庁舎と既存庁舎は屋根を備えた歩廊で結び、利

　便性のよい動線計画とします。

◆来庁者を迎える豊かなロビー吹抜空間イメージ◆敷地東側(駐車場)から見た増設庁舎イメージ

[４]　建築計画
　●増設庁舎

　　増設庁舎は、現場打ちプレストレストコンクリート造(ＰＣ造)、地上２階建ての計画と

　●既存庁舎

　　既存庁舎(ＳＲＣ造・地上２階建て)は、増設庁舎との接続により、西側の１階トイレ及

　　庁舎の正面入口は増設庁舎側とするため、既存の玄関庇を解体します。新設する屋根を

　び２階西3会議室部分を解体します。

　備えた歩廊は、増設庁舎正面から既存庁舎正面までの計画とし、庁舎全体の一体感を持た

　し、周辺及び既存庁舎との景観の調和に配慮します。

　　来庁者の動線は、敷地北側の市道や敷地内の駐車場から分かりやすい計画とします。

　　１階は、ロビー吹抜空間により来庁者を迎え、来庁者の多くが利用する市民部門、保健

　福祉部門を設けます。２階は、総務部門、防災対策室、会議室等を設けます。

　　正面入口(風除室)の近くでロビーの中央に、ユニバーサルデザインに配慮した階段とエ

　レベーターを配置し、スムーズに上下階の移動ができる計画とします。

　　１階は、建設部門、農政観光部門を設けます。２階は、議場、議会関連、教育委員会を

　設けます。増設庁舎と既存庁舎間の移動は、階ごとに床段差なく接続する計画とします。

◆敷地の有効利用や周辺の環境に配慮した配置計画

Ｎ

S=1:1,000

　計画します。

　せます。

[３]　動線計画

　　また、増築に伴い駐車スペースが大幅に不足することから、市民、公用車、職員駐車場

　として、庁舎敷地外の南方に新たに敷地外駐車場を設け、災害など有事の際には活用でき

　る機能についても検討します。

■中央市増設庁舎建築基本設計概要版

　　配置計画・動線計画・建築計画
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【執務室】

【執務室】

【ロビー】

屋根

【待合室】

RL

2FL

1FL

GL

【書庫】

太陽光発電パネルの設置

豊富な地下水を屋上散水利用
空調負荷・空調コスト低減

東側日射調整ルーバー

樹木帯の防風林

高断熱工法

西側日射調整ルーバー
軒の深い水平庇に
よる日射のカット

西側の開口部
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WC
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･倉庫WC
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屋根

総務課

既存庁舎
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Ｎ

執務室

水廻り
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凡例

通路･ロビー

Ｎ

(職員エリア)

保健福祉部門
（職員エリア）

市民部門

[５]　 分かりやすく、使いやすい、心配りの行き届いた窓口

　　 ●環境負荷の低減

[７]　地球環境にやさしい庁舎

[６]　使いやすく、将来の組織変更にも対応できる執務スペース

　　 　・大きな窓面は日射調整ルーバー，水平庇により日射を制御し、空調エネルギー負荷を低減します。

　　 　・東面，西面，南面の窓はＬｏｗ-Ｅ複層ガラス、北面は複層ガラスを採用し熱負荷を軽減します。

　　 　・敷地内に緑地を可能な限り確保します。

　　 　・高効率照明を採用し、電力ランニングコストを低減します。

　　 ●自然エネルギー、資源の利用

　　 　・太陽光発電設備を導入し、電気ランニングコストの低減を図ります。

　　 　・自然光を適度に採り入れ室内照度を補助し、照明の消費電力の低減を図ります。

　　　 ・既存庁舎の地下蓄熱槽に汲み上がる豊富な地下水を、空調設備の熱源、屋上・屋外散水に利用しエネル

　　 　・山梨県産材料等、エコマテリアルを積極的に採用できるよう検討します。

　　としてフレキシブルに活用できるように配慮し、市民協働の場として利用できる計画とします。

　　　また、窓口カウンターは東側のロビー向きに市民を迎えるように配置し、明るく，各課の窓口がわかりやす

　　　窓口は１階に来庁者利用頻度の高い市民部門を集め、移動の負担を減らし効率化を図ります。

　　いロビー空間を計画します。ロビーは「市民交流スペース」を兼ねており「市民活動の場」・「待合スペース」

　　　① 市民の利用頻度の高い市民部門、保健福祉部門は１階に配置

　　　利用しやすい誰にもやさしい窓口とするために、以下の項目にも配慮した計画とします。

　　　② わかりやすい明快なゾーニング

　　　③ 障がい者、高齢者等にやさしいバリアフリー化

　　　④ 子供連れの来庁者のため、キッズスペースの設置

　　　⑤ 「総合窓口」によるワンストップサービスや「総合案内等」の配置を検討

　　　執務ゾーンは窓口カウンター応対を優先にしつつ、機能性・効率性・秘匿性をもつコンパクトで働きやすい

　　計画とします。組織変更にも速やかに対応できる執務空間を計画します。

◆地球環境への配慮

　　 　　ギー コストを低減する他、トイレの洗浄水として利用するなど、既存庁舎と併せて多面的に活用します。

◆1階窓口部門のゾーニング

　　 　・屋根，外壁は高断熱工法を採用し、熱負荷の低減を図ります。

【１階】

　　 　・増設庁舎西側に樹木帯を設け、夏季は西日の日除け対策、冬は八ヶ岳おろしの防風対策とします。

風除室

◆2階総務部門のゾーニング

■中央市増設庁舎建築基本設計概要版

　　内部計画・環境計画
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▽1FL

▽2FL

▽RFL

【増設庁舎】【既存庁舎】

大会議室

市民ロビー

トイレ

自家用発電機用
地下燃料タンク

既存庁舎地下蓄熱水槽

既存キュービクル

既存受水槽

地下水

水害対策防水堤

駐車場

太陽光発電設備キュービクル

自家用発電機

汚物貯留槽

321 654 987 121110321 654 987 121110 321 654 987 121110 321 654 987 121110

[８]　災害に強い庁舎

　水害時も機能を維持するため、防災無線室を既存庁舎の１階から増設庁舎の２階へ移動して有事に備えます。

●大規模地震への備え（構造計画）

●防災の拠点となる庁舎

[９]　誰にでも優しい庁舎（バリアフリー・ユニバーサルデザイン）

　　高齢者や障がい者など、誰にでも利用可能な庁舎とするため、以下の事に配慮します。

[１０]　計画概要（増設庁舎）

[１１]　事業スケジュール

　■敷地概要

　計画地

　用途地域

　敷地面積

　日影規制

　建ぺい率

　容積率

　駐車場

　駐輪場

　■建築概要

　主要用途

　建築面積

　延べ面積

　階数

　■構造概要

　基礎形式

　構造種別

　■電気設備計画概要

　受変電設備

　発電機設備

　照明設備

　その他

　■機械設備計画概要

　冷暖房設備

　換気設備

　給水設備

　給湯設備

　地下水利用設備

　その他

山梨県中央市臼井阿原301番地1 キュービクル式　475kVA

市街化調整区域（甲府都市計画区域）

10,744.21㎡

なし

60％

200％

135台（敷地内：来庁者用）

20台

事務所（庁舎）

3,823 ㎡

杭基礎

現場打ちプレストレストコンクリート造

2,036 ㎡

地上２階建て

ディーゼル型自家用発電機

照度：JIS照度基準（執務室700lx）

幹線・動力設備、太陽光発電設備

制御：タイマー制御、人感・昼光制御

電気式マルチ型エアコン

節水型・自動型器具

屋外型受水槽 + 加圧給水方式

電気貯湯型温水器

既存庁舎地下蓄熱水槽　地下水の利用

消火設備他

通信・情報設備、映像・音響設備

防災設備等

年

月

平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

設計･監理

法手続き

敷地内
既存建物解体

増設庁舎工事

外構工事

　　　① 来庁者利用部分の移動ルートを全般的にバリアフリー化します

　　　③ 入口近くにエレベーターを設置して２階への移動をスムーズにします 

　　　② 各階に多機能トイレ（オストメイト対応）を設置します 

　　　④ 災害時、聴覚障がい者に対応するため電光掲示板装置を設置します

　　　⑤ 案内表示・サイン類は「カラーユニバーサルデザイン」を取り入れます 

　　　⑥ 外国籍の方にも分かるよう、多言語の案内表示・サイン類を設置します 

　　２階大会議室は災害時に防災対策本部として活用できるよう、指揮・情報伝達の拠点として充分な活動スペー

　スと設備を計画します。

　続するよう計画します。また、地下水利用トイレ洗浄水は発電機によりポンプを起動することで、災害時も使用

　増設庁舎は、大地震後でも修繕を行わず継続使用できること目標とした構造体を計画します。

とすることで、大規模地震後も通常業務を速やかに再開できる構造体とします。

　構造種別の選定は「耐震性・計画性・居住性・施工性・経済性」等様々な要素を比較し、総合的に判断した結果

現場打ちプレストレストコンクリート造(ＰＣ造)として計画します。

人命の安全確保に加えて十分な機能確保が図れる基準（耐震安全性分類Ⅰ類（※）同等（重要度係数Ｉ＝1.5））

　◆構造種別　現場打ちプレストレストコンクリート造(ＰＣ造)の特性

※：国土交通省の「官庁施設の総合耐震計画基準」に定める、指定行政機関施設等に要求するグレード

　　・耐震性：梁部材変形を小さくひび割れを抑制できる

　　・計画性：梁の大スパンに優位性がある

　　・居住性：床振動・梁たわみを小さくできる

　　・施工性：現場作業・養生期間は多い傾向

　　・経済性：構造体は鉄骨造に次ぎコストを抑制できる

◆災害時の庁舎機能

　　増設庁舎は地域防災計画に対応した設備インフラ、諸室の活用を計画します。また、地震以外の災害として

　　停電時は発電機で電力を確保し、照明・通信機器・電源コンセント・その他指定する設備の使用を、3日間継

　　　⑦ 既存庁舎の議場傍聴席に、車椅子でも入室できるよう新たにリフトを設置します 

　衛生器具設備

空調換気扇

　排水設備 公共下水道へ放流

　可能な計画とします。

トイレ洗浄水利用

屋外散水・屋上散水設備利用

▽1FL

▽2FL

▽RFL
PC大梁PC定着具

PC鋼線 RC柱

RC基礎梁

16ｍ 8.0ｍ

※大空間を構成することにより執務室のフレキシビリティの確保

(執務室)

(執務室)

※PC鋼線の引張力で変形を抑制

【荷重時】

【平常時】

【荷重時】

【平常時】

※たわみ変形量が大きい

PC鋼線

ひび割れ易い

引張引張

■中央市増設庁舎建築基本設計概要版

　　防災計画・計画概要・事業スケジュール
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